
 

 

 

 １学期が終わりました 

 無事，終わりました。これも保護者･地域の皆様の温かいご支援があってのことと心から感謝

申し上げます。ありがとうございました。 

 ５月の連休明けから，緊急事態宣言が出され，今年も，校外学習の中止，日帰りの海の学校，

運動会の延期等行事の変更を余儀なくされ，調理実習や楽器の演奏，合唱など従来通りの学習

ができないこともありました。６月末から始まったプール学習についても同様に，感染予防に

気を付けながらの静かな学習でした。毎朝の検温や手洗い，換気は日常となり，コロナ対応をし

ながらの１学期となりました。 

 なかよしロングは中止になりましたが，休み時間には，学年を超えて，仲良く遊んでいます。

教室では，クロムブックを活用した学習が増えてきました。 

   

                             

 

 

                                                                 

        

 

 

 

 

                               

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

   甲 浦 小 学 校 学 校 だ よ り                                                  

             NO.５ 

                令和３年７月１９日   

夢や目標に向かってねばり強く努力する子どもを育てます    

 さて，明日からはいよいよ夏休みです。楽しいことがたくさんある反面，事故や事件など，危険なこ

とに遭遇する可能性も高くなります。子どもたちには，「夏休みの甲浦のよい子」として下のように伝

えています。子どもたちが安全で楽しい夏休みが過ごせるよう，これからも家庭や地域でも見守ってい

ただきたいと思います。そして，２学期の始業式には，全員が元気で笑顔で登校してくることを楽しみ

にしています。 

 

           チャレンジカードに取り組みました 

 子どもたちのよりよい生活習慣の育成のために，中学校区で 

｢チャレンジウィーク｣に取り組んでいます。甲浦小学校として 

は効果をさらに上げるために，今回は１回目実施後，児童の反 

省をもとに，学級指導を行い，２週間後に２回目を実施しまし 

た。また，オフメディアを意識できるようにめあての決め方を 

変更しました。さらに，１年間継続して取り組むために，カ 

ードは年間使用することとしました。 

 その結果，めあてに向けた努力が「できた」「よくできた」 

と答えた児童の割合は，「朝ごはん」９６．７％，「早起き」８７．５％，「オフメディア」８６．６％，

「家庭学習」８３．３％，「早ね」７５．５％でした。 

 ２週目を「オフメディアチャレンジ」と定め，メディアのめあてを再度決めて取り組みました。１週目

より，簡単なめあてを選んだ児童は１４．８％，同じ難易度のめあてを選んだ児童は４１．７％，難しい

めあてに取り組んだ児童は４３．５％でした。「できた」「よくできた」と答えた児童は，９０．５％に

上昇し，前向きに取り組んだ様子が見られました。 

 夏休みは生活リズムが乱れがちです。これまでに身につけた｢早寝・早起き・朝ごはん｣のよい習慣を崩

さないようにしてほしいものです。また，メディアの利用についても，家庭での約束を決め，上手に使っ

てほしいと思います。 

 

  

  

 

 

租税教室 １２日(月) 

          ６年生が，社会科の学習の一つとして，岡山東法人会の方に，税について教えて      

         いただきました。 

          税金にはどんな種類があるかを教えていただき，私たちが払って 

         いる消費税の行方をたどりながら，どんなことに役立っているかを 

         DVDを視聴しながら考えました。 

「税金は，みんなの役に立つ会費のようなもの」で，なくなると様々なサービスが受け 

られなくなることを改めて知ることができました。 

  

 

はやね・はやおき・あさごはん 

コロナに負けない 

スマートフォン・パソコン・ゲー

ム機等の使い方を話し合う 

よいことか悪いことか考える 

社会のきまりを守る 

計画的に学習する 

いじめや差別は許されない 

相手の気持ちを考える 

思いやりのある行動をする 

 


